
 

 

 

 

  2022 年 7 月 14 日 

各 位                                                  株式会社北洋銀行 

 
開放特許の活用に関する 

ライセンス契約発表会（調印式）を開催しました 
 

2021 年 11 月に株式会社北洋銀行（取締役頭取 安田 光春、以下「当行」）が実施した知財ビジネスマ

ッチングを契機とし、当行お客さまと道外ライセンサー（開放特許保有）企業との間で開放特許の活用に関

するライセンス契約に至りました。当行が実施した知財ビジネスマッチングは経済産業省が創設した補助事

業により実現したものです。今後、当行お客さまによる新商品の開発に向けたプロジェクトが始動します。 

当行は、北海道に根差した地域金融機関として、知財活用の側面からお客さまの経営力強化、成長力の

強化に寄与し、引き続き北海道内の知財活用の普及・促進に貢献してまいります。 

１．ライセンス契約発表会開催について 

広葉樹合板株式会社（代表取締役 山口 裕也、以下「広葉樹合板」）が、株式会社イトーキ（代表取締

役社長 湊 宏司、以下「イトーキ」）の所有する開放特許「人体収納用構造体及び睡眠用筐体（特願２０１

８－２３８７７３）」についてライセンス契約を締結しました。今後、新商品の開発に向けて広葉樹合板を中心

としたプロジェクトが始動します。本件に係り、以下のとおり、ライセンス契約発表会を開催しました。 

 

日     時   ：2022 年 7月 14 日（木）10 時 

場     所   :北洋大通センタービル 4階セミナーホール（札幌市中央区大通西 3丁目 7番地） 

契約当事者     :広葉樹合板（実施権者・ライセンシー）、イトーキ（特許権者・ライセンサー） 

２．本件の経緯・概要 

 当行主催の知財ビジネスマッチング（2021 年 11 月 30 日北海道札幌市にて開催）において、広葉樹合

板とイトーキとが個別商談を行いました。その後、イトーキが保有する開放特許が広葉樹合板の構想してい

た新商品・サービスに利用できると考え、技術導入についてイトーキの特許発明者を交え意見交換を重ね

た結果、このたびのライセンス契約締結に至りました。 

 

３. イトーキが広葉樹合板とライセンス契約を締結した特許技術 

 『人体収納用構造体及び睡眠用筐体（特願２０１８－２３８７７３）』 

オフィス等の空間において、人が立ったまま睡眠をとることが可

能な仮眠ボックス（人体収納用構造体） 

人が立位姿勢で入ることできる空間（ブース等）を形成し、空

間内で人の臀部と上半身と膝部とを支持して人の立位状態を維

持することができる構造体を実現します。従って、水平方向に広

いスペースを必要とすることなく、人は本構造体の収納空間内

において立位状態で休息や睡眠をとることが可能となります。 

 

４.各企業の所在地（本社所在地） 

（1）広葉樹合板株式会社  北海道旭川市東鷹栖東 2 条 2 丁目 137 番地 372 

（2）株式会社イトーキ  東京都中央区日本橋 2-5-1 

 

以 上 

頭・上半身が前・

下に移動しない

ようにここで支持 

膝が前に移動し

ないようにここで

支持 

お尻が後ろ・下

に移動しないよ

うにここで支持 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 


